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新たな高齢者居住
-施設型と在宅型の融合 -
NEW ELDERLY-PEOPLE HOUSING
-Fusion of an institution type and a type at home-
黒川泰匡
Yasumasa Kurokawa
主査　大江新　　　副査　富永譲・下吹越武人　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　
In the master design, I paid my attention to the elderly-people institution asked for the increase 
of the degree of required, and also change in future society now. I would like to propose the 
elderly-people institution which had the sociality in alignment with a future time with it, to show 
the possibility of construction, and to consider it as the compilation of the student life last. 
図 01：高齢化の推移と将来推計
　　　　　　　　　　　　　　　　　          ※高齢社会白書より
高齢化の進展とともに高齢者の意識にも変化が現れてい
る。内閣府が 5 年おきに行っている調査によれば、子ど
もや孫との同居志向はこの 25 年で大きく変化してきた。
1980 年の調査では、「いつも一緒に生活できるのがよ
い」という回答（59.4％）が、「ときどき会って食事や会
話をするのがよい」（30.1％）よりずっと多かったが、そ
の後、同居志向は長期低落傾向を示し、「ときどき会って
……」という適度に距離をおく人が増加していった。そ
して 2005 年の調査では、両者が逆転している。しかも
このときは、それまではおおむね 5％台から 7％台で推移
していた「たまに会話をする程度でよい」という回答が、
14.7％に急増している（図２）。欧米に比べると日本人は
まだ同居思考が強いが、以前のように子どもや孫との同居
を強く望む高齢者は明らかに減ってきている。
はじめに
　高齢社会を向かえこれからさらに世界でも類を見ない少
子高齢化が進む日本。これまで福祉医療施設は法改正と共
に、様々なプログラムを持った施設となり生み出されてき
た。1960 年代半ばまでに法の基本体系が作られ、70 年
代には施設福祉から在宅福祉へと展開を始めた日本の社会
福祉も変革期を迎えている。
今修士設計において私は、これからの社会で必要度が増し
さらに変化が求められる、高齢者施設に着目した。これか
らの時代に沿う社会性を持ち合わせた高齢者施設を提案し
建築の可能性を示し、学生生活最後の集大成としたい。
Ⅰ．高齢者を取り巻く環境
１- Ⅰ．高齢社会の中で
　日本における 65 歳以上の高齢者人口は過去最高の
2975 万人に達しており、これは高齢化率に換算すると
23.3％となり、この先も増加傾向にある。( 図 01)
日本の少子高齢化の原因は、出生数が減り、一方で、平均
寿命が延びて高齢者が増えているためである。日本の人口
構成を人口ピラミッドで見ると、第 1 次ベビーブームの
1947 年 - 1949 年（昭和 22 - 24 年）生まれと第 2 次ベビー
ブームの 1971 年 - 1974 年（昭和 46 年 - 49 年）生まれ
の 2 つの世代に膨らみがあり、出生数の減少で若い世代
の裾が狭まっている。また、第 1 次ベビーブームの人達が、
もうすぐ高齢者の仲間入りをするため高齢化は進展する。
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図 02：高齢者の子供や孫とのつき合い方
　　　　  　　　　　　  ※高齢者の生活と意識に関する国際比較調査より
Ⅰ - ２．家族と共に住むということ
　前述の図 02：高齢者の子供や孫とのつき合い方では、
「いつも一緒に生活できるのがよい」という回答は減少傾
向にあることが見られた。しかし「日常生活を送る上で介
護が必要になった場合に、どこで介護を受けたいか」につ
いてみると、男女とも「自宅で介護してほしい」人が最も
多く、男性は 50.7％、女性は 35.1％と、男性のほうが自
宅での介護を希望する割合が高くなっている。自宅以外で
は、「介護老人福祉施設に入所したい」（男性 17.0％、女
性 19.5％）、「病院などの医療機関に入院したい」（男性
13.6％、女性 19.6％）、「介護老人保健施設を利用したい」
（男性 9.9％、女性 12.7％）が多いが、いずれも男性に比
べて女性のほうが割合が高くなっている。( 図 03)
また「治る見込みがない病気になった場合、どこで最期を
迎えたいか」についてみても、「自宅」が 54.6％で最も多
く、「病院などの医療施設」が 26.4％で、両者で全体の 8
割を占めている。これらの答えの矛盾として考えられるこ
とは、図 05 の自宅で最期まで療養することが現実困難な
理由、の中で最も高い答えとして挙がっている「介護して
くれる家族に負担がかかる」という考え方を高齢者が持っ
ているためであると推測できる。実際に自宅で介護する場
合、家族の時間や労力を犠牲にしないと難しいということ
もあるが、そこを解決することで、老後も家族と共に住ま
うことができるようになるのではないか。
 図 03：介護を受けたい場所　　　　　　　  図 04：最期を迎えたい場所　
図 05：自宅で最期まで療養することが現実困難な理由
                                                                                                          ※高齢社会白書より
Ⅰ -3. 高齢者施設の変遷
　図 03.04.05 よりも分かるように、高齢者たちはできる
ことならば住み慣れた我が家で人生を歩みきりたいと考え
ている。しかし実際にはさまざまな事情で老人ホームをは
じめとする施設へと生活の場を移す高齢者が高齢化率以上
に増えている。( 図 06) そのとき多くの高齢者は環境変化
への対応、共に暮らすこととなる見知らぬ人々に不安を覚
える。( 図 07) かつての老人ホームはまさにそのような場
であり、高齢者を収容し保護する施設として社会から認
知されていた。その空間は廊下に沿って一直線に並んだ 4
人部屋と大食堂で構成され、そこでのケアは集団処遇を前
提としていた。その後、生活も出るに立脚したサービスの
大切さが問われるようになり、暮らしを支えるという視点
に基づいてケアのあり方は集団処遇から個別ケアへと変革
されていった。個別ケアでは、介護の必要度に関わらず、
最期まで人として接し、一人ひとりの尊厳を守りながら生
活を支えることが原則となる。これに伴い空間の在り方も
「居住の場」へと変化してゆく。
図 06：有料老人ホームの施設数・定員・所在者数の年次推移
 図 07：入所の際の不安点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※厚生労働省より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※ベネッセスタイルケア HP より
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Ⅱ．目指す高齢者施設
Ⅱ - １．施設型と在宅型の融合
　福祉サービスの利用形態は施設居住型と在宅型に分けら
れ、在宅型は通所施設利用型、在宅サービス型に分類する
ことができる。( 図 08) 居住系施設は日常生活に必要なケ
アサービスの度合いによって類別され、通所系施設は利用
者に応じた保健医療、教育、就業サービスの内容、あるい
はそれらの組み合わせによって類別されている。居住系施
設はより住まいに近づき、通所系施設も制度的な枠内にと
どまらずに利用者や機能を拡大していく方向にある。
図 0 ８：社会福祉施設の形態
                                                                                 ※コンパクト建築設計資料集成より
私は施設福祉と在宅福祉は対立概念ではなく、補完しあう
関係にあると考える。色をつけた部分にあたる施設を設計
することで、新たな社会福祉施設となる。そして、家庭的
なスケールの中で生活することにより、自立的な自立的な
生活を送ることができるようになるのではないか。
Ⅱ - ２．共有部を持つということ
　共用部を持たせる際に、私が特に大切にしたことは以下
の４点である。
・家族と共に住むのでプライバシーを大切にする。
・様々な住み手がいるので、共用の幅を持たせる。
・互いに支えあう基盤を持つ。
・容易な介護動線を持つ。
家族には家族の生活があり、高齢者がいるからといって侵
害されるべきではない。そのため住戸は独立したエントラ
ンスを持っている。また共用部を利用することについては、
そこで行われる行為を様々にすることで、干渉度の違いを
生み出し幅を持たせることで、様々な住み手に対し一番適
した使われ方をするのではないかと考える。
図 0 ９：共有空間と高齢者の関係　　高齢者の寝室から共用部へ行く
　　　　　　　　　　　　際、+ αとして全室を設けるこ
　　　　　　　　　　　　とで家族のプライバシーを守　
　　　　　　　　　　　　る。共用部にはダイニングや読
　　　　　　　　　　　　書スペースを設け、主に高齢者
　　　　　　　　　　　　が利用する。また共用外部を通
　　　　　　　　　　　　過する際に、共用内部に設けら
　　　　　　　　　　　　れたガラス張り廊下から行動を
　　　　　　　　　　　　見ることができる。
Ⅱ - ３．介護側の視点　生活側の視点
　介護される高齢者が介護面での安心を得るためには、補
助が必要な時は気軽に助けを求めることができ、常にどこ
かで誰かの気配を感じることが大切であると考える。
そのため、共用空間に高齢者が集まっているところに訪問
介護員が高齢者の様子を気軽に見に行けることで、訪問介
護員の負担も楽になる。また高齢者同士、各家族の目もあ
るので何かあったときは互いに助け合うことができる。
また今設計の動線計画では、中央の福祉施設棟へ向かう際、
各共用空間の中にあるガラス廊下を通るようになってい
る。そのため共用空間にいる人、廊下を通り抜ける人、互
いに気配を感じ合うことができる。
　　　　　　　　[ 共有内部 ]
　　　　　　　　高齢者がここで集まって過ごすこ　　　
　　　　　　　　とで、訪問介護員の目、高齢者同　　　
　　　　　　　　士の目が届きやすい。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　[ 福祉棟 ]
　　　　　　　　　　訪問介護員が常駐しており、各住戸
　　　　　　　　　　を周り高齢者の様子を伺ったり、介
　　　　　　　　　　護補助を行う。
　　　　　　　　　　　　[ 動線 ]
　　　　　　　　　　　　共有内外部を通りつつ各住戸を
　　　　　　　　　　　　回効率よく回ることが出来る。
Ⅲ．設計概要
Ⅲ - １．敷地
　今回敷地として選定したのは五日市街道と青梅街道の中
間に位置する杉並区成田西 3 丁目である。敷地周辺は住
宅地で、木々に囲まれた緑豊かな敷地となっている。
社会福祉施設
居住系 通所系
共用外部
前室
寝室
共用内部
site
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交流棟に向い、共有スペースが大きくなるようグラデー
ションのように配置しました。これにより住み手の選択肢
が増え、家族の生活スタイルに合った暮らしが出来る。
Ⅲ - ５．動線計画
　緑の線は地域住民の動線となっており、周辺の遊歩道や
バス停からのアプローチを考えた。福祉棟に在中する訪問
介護員は共有外部、共有スペースを抜けひとつの動線で各
住戸を回ることができる。青の線が住戸から共有部への動
線である。各住戸には高齢者の部屋と共有スペースに接す
る前室が設けられており、そこを通って共有スペースに出
るようになっている。
Ⅲ - ３．構成方法
　生活する側に大切なことは、介護者も介護者以外の家族
も最低限度のプライバシーを保ちながら各自の生活を送る
ことが大切であると考える。そのため各住戸には各々独立
したエントランスを持たせ、住戸間を離すことでプライバ
シーを確保する。そして共用空間に出入りする際は、前室
を設けることで、プライバシーとパブリックの間にセミプ
ライベートを作り出す。また住戸と共用部の関わり合いに
違を持たせることで、各家族の考えるこの施設との最適な
関わり方を選択することができる。
〔構成方法〕
①　　　　　　　　②　　　　　　　　③
①各住戸に一つのエントランスと共用スペースへの個別ア
　プローチ。
②共用スペースへ行く際のプライバシーの確保のため、前
　室を設ける。また住戸間に距離を持たす。
③各住戸の独立性、南採光の確保のため南側にリビングが
　来るように配置する。
Ⅲ - ４．配置方法
　配置方法は各ユニットにおいて住戸と共有スペースとの
かかわり方に変化をもたせた。それを中央の福祉・育児・
Ⅲ - ２．平面図
　敷地面積：６３８８．５１５sqm　建築面積：３０９９．４６２sqm　延床面積：４７１６．９５９sqm
住戸数は 30 戸となり１００人の居住者を見込む。中央には福祉・育児・交流棟となっている。この敷地ではコミュニティ
バスの往来や遊歩道が整備されているため、歩行者自転車の通行者が多い。その地域住民にも利用してもらうと仮定する。
各住戸を分棟に配置することで、訪問介護者、住居者のシークエンスや、住戸間に地域住民との交流の場が生まれ、多様
な外部空間を作り出すことが出来る。また建蔽率の低い住居地域に対応させ、住戸の独立性を高めることにもなる。
３、４人の家族を設定  
共有空間 ダイニングキッチン、読書スペース、
　　　　　大浴場など、様々な大きさを持つ
→ → → →
→ → → →→→→→ →→→→ →→→→ →→→→
→
→ →
→
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Ⅲ - ９．育児室
　福祉・育児・交流棟にある育児室。地域住民に使っても
らい、施設全体に賑わいを創出するために設けた。ここで
働く介護士や地域の家族に利用してもらう。子供たちはこ
こだけではなく、共有スペースで高齢者と交流することも
できる。
全体パース
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Ⅲ - ６．共有スペース
　計画の中では様々な共有スペースがある。これらには共
通して透明感のある廊下が設けられている。ここから共有
スペースでの人の動きを感じることができる。それは高齢
者が互いを認識し合うと同時に、訪問介護をするうえでも
効率化を図ることができる。
Ⅲ - ７．高齢者部屋
　各住戸には高齢者の部屋と前室が設けられており、そこ
を通って共有スペースに出ることができる。また前室を設
けることによって、防犯、家族のプライバシーを守ること
ができる。共有スペースを介し、共有外部へ出ることがで
き、レベルは同じとなっている。
Ⅲ - ８．共有外部
　共有外部では住民間の交流やアクティビティはもちろ
ん、地域交流の一拠点となる。また居住者のための共有外
部と外部との間に交流スペースを６か所設けている。ここ
は地域住民も自由に利用することができ、気軽に居住者と
交流を図ることができる。共有外部は全体で４か所あり、
それらは多様な外部空間となっている。様々な人が住むた
め一人でいたいときは窪んだ外部空間で、アクティビティ
を行うときは大きな広場でといったように、そのときに合
わせて利用することができる。
　
居住部
居住部
高齢者部屋
共有スペース
共有スペース
共有スペース共有スペース
共有通路
共有通路
共有外部
前室
高齢者動線
高齢者部屋
前室
居住者敷地( 共有外部 )
居住者 地域住民交流
敷地
交流スペース
外部
居住者敷地( 共有外部 )
敷地
交流スペース
外部
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